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The current suburban residential area I feel that many problems. It seems like there is also the only no 
construction is woven environment in community issues. Life is much become a convenient, it becomes age to 
enter the hand wherever both information goods, "suburbs" in that it has become habitable way everywhere are 
further expanded. There for people who live without it having to be aware of "suburbs" just because solving is 
the main town. Consider that it that once live in the "suburbs" now. 
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１．はじめに	 
  現在の郊外住宅地は多くの問題を抱えていると感じる。それ
はコミュニティの問題だけではなく建築が織りなす環境にもあ
るように思える。生活は格段に便利になり、物も情報もどこに
いても手に入る時代になり、どこにでも住めるようになったこ
とで「郊外」はさらに拡大している。「郊外」だからといって
とく意識することはなく住んでいる人たちにとってはそこが主
たる街である。今一度「郊外」に暮らすということを考えてみ
る。	 
	 
〈研究目的〉	 
郊外に広がる住宅地は戸建て住宅と集合住宅が混在して構
成されている。しかしそれ以外の要素が混在することは少なく、
都市としてもコミュニティとしても均質化し閉鎖的なものにな
っている。郊外住宅地に限らず、都市・社会が抱える問題とし
て「高齢化」「少子化」「コミュニティの喪失」「空き家増加」
「住居の縮小」「都市の縮小」などが挙げられる。	 
これらの問題は個々にあるのではなく関連し発生している
と考えられる。よってこれらの問題を「子ども」「高齢者」な
どの生活を軸とする公共施設と合わせて考える事で、ソーシャ
ルミックスな生活により地域の住人の顔がわかりともに住んで
いるという意識を生む住宅・生活の提案する	 
	 
２．さいたま新都心	 
	 埼玉県さいたま市中央区にある業務地区である。東京特別
区以外で首都を補完し地域の中心となるべき都市「業務	 核都
市」に旧浦和市・大宮市が指定されたことにより、両市および
旧与野市の間にまたがって位置し 1984 年に機能を停止した国
鉄大宮操車場の有効活用として、再開発・土地区画整理事業が
行われたものである。そして特筆すべきは人口の増加率である。
さいたま新都心を要する地域の人口は新都心の開発に伴い大規
模集合住宅が建設され、約2000戸の住宅供給により2001年か
ら2009年の8年間で約１万人増加した。これに伴いファミリー
層・若年層などの増加により、県内でも高齢者人口の割合が低
い地域となった。それと同時に高齢者施設・介護施設などの設
備が少なく新しい人口の流入により、地域内のコミュニケーシ
ョンの減少、高齢者の孤立といった問題もいわれるようになっ
てきている。開発に伴い建設された大規模集合住宅が街の生活
構造に大きな影響を与えていることがわかる。また従来の戸建
て住宅は開発区画から少し離れ、整備道路や線路、中山道など
が境界となりその外側に配置され、もともとの住民が町の外側
に新しい住人が中心部分にといった都市の構成となっている。	 
	 
３．研究	 
〈郊外住宅地〉	 
日本での郊外化は 1900 年代の鉄道の発達と共に始まり、鉄
道に沿って郊外が形成されていった。このときの郊外はスプロ
ールしていく郊外であった。本格的な郊外化は第2次世界大戦
後の住宅供給、高度経済成長期の都心部への人口流入にある。
そのなかで「ニュータウン」「ベッドタウン」「団地」「新興
住宅街」など多くのものを生み出しながら郊外に住宅を供給し
ていく。その後、都心回帰の影響から郊外へという動きが減少
し、郊外へという流れは落ち着き、都心部に住宅を得る人が増
加した。	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 郊外が抱える問題は人口問題のほかに、住宅の更新がうまく
いかないことで起っているともいえる。更新が滞ることで住民
の流出や孤立、コミュニティの希薄化といった問題を引き起こ
していると考えられ得る。	 
	 
〈公営住宅〉	 
公営住宅は、地方公共団体が建設を行い、低所得者や高齢者
などの住宅困窮者の安定した居住の確保のための賃貸住宅であ
る。現在では公営住宅と児童、身体障害者、高齢者などの福祉
施設と連携をすることで高齢者用公営住宅（シルバーハウス）、
介護利用公営住宅（ケアハウス）など、居住に福祉サービスを
付加する住宅政策などもある。現在の公営住宅は行政の財政難
による維持・管理の問題、公営住宅法による入居制限により偏
った住民層になってしまうことから生じるコミュニティ形成が
困難になるといったことが挙げられる。	 
	 
４．計画	 
〈敷地〉	 
さいたま市中央区上落合１丁目。	 
さいたま新都心の南に位置し敷地面積16,850㎡、周囲を埼玉信
組新の開発地と小学校、中学校、また新都心開発に伴って建設
された高層集合住宅に囲まれ、都市のなかにとり残されるかた
ちになっている住宅地とする。	 
	 
〈program〉	 
児童福祉施設（学童保育、保育・育児支援）、高齢者福祉施
設（老人福祉センター、生活相談室）、生活インフラを併せ持
ち、住人同士が互いにケアをする集合住宅を提案する。	 
	 
〈規模・構成〉	 
公営住宅の規模は１haあたり400人程度である。本計画地は約
1.6haあるため居住者を450人〜500人と設定する。	 
パブリック（児童・高齢者福祉施設）、コモン（シェアダイニ
ング・リビング）、プライベート（各住戸）の3つの要素から
構成され、これらが隣り合い、重なり合うように構成される。
住戸は最低限の空間とし、１つあたり30㎡とする。小さな子ど
もや家族の多い世帯は2つの住戸を合わせ使う。生活の中心は
コモンとパブリックとなり。「みんなで住んでいる」という意
識を与え、地域コミュニティの再生を目指す。	 
	 
（配置図）	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